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(57)【要約】
【課題】計算デバイスにおいて、データをオーガナイズ
し、ナビゲートするための、統一されたアプローチを可
能にすること
【解決手段】　本発明は、マン－マシンインターフェー
スの分野に関する。より詳細には本発明は、計算デバイ
ス上のデータをオーガナイズし、ナビゲートするための
、統一されたアプローチを可能にするユーザーインター
フェースに関する。　少なくとも２つの特定のエンティ
ティのうちの少なくとも１つに関連するエンティティの
１組をスクリーンにディスプレイするための、プロセッ
サで実行される方法は、前記少なくとも２つの特定のエ
ンティティのインデックスをスクリーンにディスプレイ
するためのステップと、前記少なくとも２つの特定のエ
ンティティの前記ディスプレイされたインデックスの間
の距離をスクリーン上で決定するためのステップと、前
記２つの特定のエンティティのための前記インデックス
の間の、前記スクリーン上の距離に基づき、エンティテ
ィの前記組を決定するステップと、前記エンティティの
組のための前記インデックスを前記スクリーンにディス
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２つの特定のエンティティのうちの少なくとも１つに関連するエンティティ
の１組のためのインデックス（４４０）をスクリーンにディスプレイするための、プロセ
ッサで実行されるユーザーインターフェース方法において、
　前記少なくとも２つの特定のエンティティのためのインデックス（４００、４２０）を
スクリーンにディスプレイするためのステップと、
　前記少なくとも２つの特定のエンティティのための前記ディスプレイされたインデック
ス（４００、４２０）の間の前記スクリーン上の距離を決定するためのステップと、
　前記少なくとも２つの特定のエンティティのための前記インデックス（４００、４２０
）の間の、前記スクリーン上の距離に基づき、エンティティの前記組を決定するステップ
と、
　前記エンティティの組のための前記インデックス（４４０）を前記スクリーンにディス
プレイするためのステップとを備える、ユーザーインターフェース方法。
【請求項２】
　前記少なくとも２つの特定のエンティティのための前記インデックス（４００、４２０
）の間の、前記スクリーン上の距離に基づき、エンティティの前記組の表示（４１０）を
決定するステップと、
　前記決定された表示（４１０）を使ってエンティティの前記組のための前記インデック
ス（４４０）をディスプレイするためのステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記２つの特定のエンティティの間の前記距離は、前記エンティティの前記地理的距離
に比例する、請求項１または２のいずれかに記載の方法。
【請求項４】
　前記距離の前記依存性は、前記距離が所定のスレッショルド（４３０）を下回る場合に
しか適用されない、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも２つの特定のエンティティのうちの１つのエンティティを、付勢された
エンティティ（４００）として選択するステップと、
　前記少なくとも２つの特定のエンティティのうちの１つのエンティティを、影響力のあ
るエンティティ（４２０）として選択するステップと、
　エンティティの第１の組（４４０）と前記付勢されたエンティティ（４００）とを関連
付けるステップと、
　エンティティの第２の組（４２０）と前記影響力のあるエンティティ（４２０）とを関
連付けるステップと、
　前記エンティティの第１の組（４４０）および前記エンティティの第２の組（４２０）
に基づき、ディスプレイすべきエンティティの組（４４０）および／またはその表示（４
１０）を決定するステップとを備える、請求項１～４のうちのいずれか１項に記載の方法
。
【請求項６】
　エンティティの前記組（４４０）に対するスコアを計算するステップと、
　前記計算されたスコアに従ってエンティティの前記組（４４０）の順序を定めるステッ
プと、
　最大の計算されたスコアを有する所定の数のエンティティを、エンティティの前記組（
４４０）としてディスプレイすべきものとして選択するステップとを更に含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　エンティティの前記第１の組（４４０）のうちの前記エンティティが、関連する第１の
スコアを有し、
　エンティティの前記第２の組（４２０）のうちの前記エンティティが、関連する第２の
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スコアを有し、
　エンティティの前記第１の組（４４０）および第２の組（４２０）の第１および第２の
スコアに基づき、ディスプレイすべきエンティティの前記組（４４０）および／またはそ
の表示（４１０）を決定する、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　エンティティの前記第１の組（４４０）および第２の組（４２０）の第１および第２の
スコアに基づき、前記のエンティティの組のスコアを計算するステップと、
　前記計算されたスコアに従って前記エンティティの組の順序を定めるステップと、
　最大の計算されたスコアを有する所定の数のエンティティをエンティティの前記組とし
てディスプレイすべきものとして選択するステップとを更に備える、請求項７に記載の方
法。
【請求項９】
　前記スコアは、前記それぞれのエンティティの選択の頻度に対応する、請求項６～８の
うちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　順序が定められたリストと、
　時計回りの円形リスト（４１０）との組み合わせのうちの１つとして、エンティティの
前記組を表示する、請求項２～９のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも２つの特定のエンティティから、影響力のある複数のエンティティを選
択し、
　前記影響力のある複数のエンティティのうちの各々に、エンティティの第２の組を関連
付けし、
　エンティティの前記組および／またはその表示を決定するステップが、エンティティの
前記複数の第２の組に基づく、請求項５～１０のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも２つの特定のエンティティのうちの他方の１つを、前記付勢されたエン
ティティとして選択するステップと、
　前に付勢された前記エンティティを、影響力のあるエンティティに自動的にグレードを
下げるステップとを更に備える、請求項５～１１のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記エンティティをカテゴリーにオーガナイズし、少なくとも１つのカテゴリーを人、
時間、場所およびもののうちの１つから選択する、請求項１～１２のうちのいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１４】
　時間リミットを設定するステップと、
　時間リミットを超え、前記ディスプレイされる組のエンティティのいずれもが選択され
ない場合に、エンティティの異なる組のサーチを容易にするサーチ手段をディスプレイす
るステップを更に備える、請求項１～１３のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　少なくとも２つの特定のエンティティのうちの少なくとも１つに関連するエンティティ
の前記組のためのインデックス（４４０）をディスプレイするための、ユーザーインター
フェースにおいて、
　エンティティの前記組のためのインデックス（４４０）および前記少なくとも２つの特
定のエンティティのためのインデックス（４００、４２０）をディスプレイするためのス
クリーンと、
　前記少なくとも２つの特定のエンティティのインデックス（４００、４２０）の間のス
クリーン上の距離を決定するための処理手段と、
　前記少なくとも２つの特定のエンティティの前記インデックス（４００、４２０）の間
の、前記スクリーン上の距離に基づき、エンティティの前記組を決定するための処理手段



(4) JP 2012-505452 A 2012.3.1

10

20

30

40

50

とを備えるユーザーインターフェース。
【請求項１６】
　前記エンティティを記憶するための記憶ユニットを備え、１つのエンティティは、コン
タクトデータバンクからのコンタクト、地理的データバンクバンクからの場所、カレンダ
ーアプリケーションからの時間インスタンス、ファイル記憶アプリケーションからのファ
イル、ウェブブラウザアプリケーションからのウェブサイト、またはＥメールアプリケー
ションからのＥメールのうちの少なくとも１つである、請求項１５に記載のユーザーイン
ターフェース。
【請求項１７】
　アプリケーションモジュールを備え、前記エンティティを前記アプリケーションモジュ
ールに送ることにより、選択されたエンティティで１つの機能を実施する、請求項１５ま
たは１６に記載のユーザーインターフェース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マン－マシンインターフェースの分野に関する。より詳細には本発明は、計
算デバイス、例えば、ワークステーション、デスクトップコンピュータ、タブレットＰＣ
、ラップトップコンピュータおよび／またはモバイルデバイスでデータをオーガナイズし
、ナビゲートするための、統一されたアプローチを可能にするユーザーインターフェース
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンピュータまたはモバイルデバイスで情報を検索し、情報をナビゲートすることに、
手間のかかる場合がある。ユーザーは、所定のアプリケーションのインターフェースの仕
様、例えば、ユーザーインターフェースのコンセプト、ウィンドウズのレイアウトおよび
メニュー構造を学ばなければならないだけでなく、アプリケーション内のどこに望む情報
が記憶されているか、すなわちアプリケーション内の情報のオーガニゼーションおよびデ
ータモデルも学ばなければならない。使用可能な特徴から、操作される情報タイプを考慮
するときに、状況はより複雑となる。例えば、写真をオーガナイズするためのアプリケー
ション、コンタクトをオーガナイズするためのアプリケーション、音楽をオーガナイズす
るためのアプリケーション、およびその他の多くのタイプの情報エンティティを操作する
ためのその他多くのアプリケーションが存在する。このことは、ユーザーはこれらユーザ
ーインターフェースのすべておよびそれらのそれぞれのデータモデルを学び、これに慣れ
なければならないことを意味する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特に消費者用コンピュータおよびモバイルデバイスに対しては、使用をより容易にする
と共にシステムでの異なるアプリケーションの使用法を学ぶためのユーザーのメンタルコ
ストを下げるのに、データをオーガナイズし、ナビゲートするための統一されたアプロー
チを有することが明らかに望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の特徴によれば、少なくとも２つの特別なエンティティのうちの少なくとも１つ
に関連するエンティティの一組を、スクリーンにディスプレイするための計算デバイスの
プロセッサで実行される方法が記載されている。好ましいことに、この方法はコンピュー
タシステム、例えば、ワークステーション、デスクトップコンピュータ、ラップトップま
たはタブレットＰＣ、またはハンドヘルドもしくは無線デバイス、例えば、モバイルフォ
ンまたはＰＤＡで実行される。この方法は、かかるデバイスのオペレーティングシステム
のユーザーインターフェースとして実行できる。スクリーンは、ユーザーが自分の指また
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はペンを使って計算デバイスと相互対話できるように、タッチスクリーンとすることが好
ましい。相互対話の他の手段として、音による命令も可能である。
【０００５】
　この方法は、少なくとも２つの特定のエンティティに関連するエンティティの一組をデ
ィスプレイするだけでなく、少なくとも２つの特定のエンティティをディスプレイするの
にも使用できる。かかるエンティティは、コンタクトデータベースからのコンタクト；地
理データベースからの場所、例えば、当該都市または特別な場所；カレンダーアプリケー
ションからの時間インスタンス；ファイル記憶アプリケーションからのもの、例えば、ド
キュメントファイル、写真ファイル、音楽ファイルおよびビデオファイル；ウェブブラウ
ザアプリケーションからのウェブサイトまたはＥメールアプリケーションからのＥメール
とすることができる。より一般的な用語では、情報エンティティまたはアイテムとも称さ
れるエンティティは、識別目的のためのネームタグを含むデータユニットおよびデータユ
ニットの追加情報または属性を含む複数のコンテント要素とすることができる。例えば、
あるエンティティは、人の名前に対応するネームタグおよび複数のコンテント要素または
属性、例えば、人のアドレス、電話番号、Ｅメールアドレスなどを有するコンタクトデー
タバンク内のコンタクトデータユニットとすることができる。
【０００６】
　一般にエンティティは、対応するインデックスまたは関連するインデックスによってス
クリーン上に表示されると理解すべきである。例えば、コンタクトエンティティは、エン
ティティのネームタグを表示するインデックスだけでなく、そのエンティティがコンタク
トデータユニットであることの表示によっても表示でき、またはＥメールはレターおよび
特定のＥメールメッセージのサブジェクトフィールドの抄録の画像によって表示できる。
【０００７】
　この方法は、少なくとも２つの特定エンティティのインデックス間のスクリーン上での
距離を決定するステップを含む。例えば、これら少なくとも２つの特定のエンティティを
、それぞれのインデックスによりスクリーン上に表示されるコンタクトエンティティおよ
びＥメールエンティティとすることができる。これら２つのインデックス間のスクリーン
上での距離は、双方のインデックス間の物理的または地理的距離として好ましく測定でき
る。この距離は、例えば、双方のインデックス間のピクセルの数またはセンチメートルの
数とすることができる。この距離は、二次元スクリーン上の双方のインデックスの座標に
基づいて決定することもできる。
【０００８】
　別のステップでは、この方法は、少なくとも２つの特定のエンティティのインデックス
の間の、スクリーン上の距離に基づき、エンティティの組を決定でき、そのエンティティ
の組をスクリーンにディスプレイする。換言すれば、スクリーンにディスプレイされるエ
ンティティの組は、少なくとも２つの特定のエンティティのうちの少なくとも１つに関連
付けされ、多少とも少なくとも２つの特定のエンティティのインデックスの間の距離に応
じて決まる。一例として、少なくとも２つの特定のエンティティは、コンタクトエンティ
ティおよびＥメールエンティティである。双方のエンティティのインデックスが互いに相
対的に空間的に接近している場合、エンティティの組は特定のコンタクトエンティティに
対応する人物との間で送受信されたＥメールメッセージのリストとすることができる。し
かしながら、２つの特定のエンティティが相対的に互いに遠くにある場合、Ｅメールメッ
セージの送信者または受信者にかかわらず、エンティティの組を最も最近のＥメールメッ
セージのリストとすることができる。
【０００９】
　特定のエンティティのうちの少なくとも１つに関連するエンティティの完全な組は、多
数のエンティティを含むことができることに留意すべきである。例えば、完全なコンタク
トデータベースは、数百のコンタクトデータユニットを含むことができる。他方、スクリ
ーンサイズが限定されていることにより、ディスプレイされるエンティティの組を制限し
てもよい。エンティティの完全な組から、ディスプレイされるエンティティの組を選択す
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ることは、異なる基準に基づくことができる。例えば、各エンティティに対し、スコアを
決定し、例えば、最大のスコアを有するエンティティを選択することにより、エンティテ
ィのスコアに基づき、ディスプレイのためのエンティティの選択を行う。スコアは、エン
ティティのネームタグのアルファベット順、最も最近に使用したエンティティ、または最
も頻繁に利用したエンティティなどの基準を表すことができる。しかしながらこの選択は
ランダムにしてもよい。更に、エンティティのディスプレイされる組の選択は、少なくと
も２つの特定のエンティティのインデックス間の距離に応じて決めてもよい。例えば、特
定のＥメールエンティティに対し、最も最近に受信したＥメールメッセージを、エンティ
ティの１つの組としてスクリーンにディスプレイしてもよい。しかしながら、特定のＥメ
ールエンティティの近くに別の特定のコンタクトエンティティが位置する場合、コンタク
トエンティティに対応する人物からの最も最近に受信したＥメールメッセージのリストに
選択を変更してもよい。
【００１０】
　本発明の別の特徴によれば、この方法は、少なくとも２つの特定のエンティティのため
のインデックスの間の、スクリーン上の距離に基づき、エンティティの組の表示を決定す
るステップと、決定された表示を使ってエンティティの組をディスプレイするためのステ
ップを更に含むことができる。
【００１１】
　エンティティの組の表示は、エンティティの組のグラフィックディスプレイ、例えば、
エンティティのディスプレイされた組のフォントサイズ、エンティティの組をディスプレ
イするのに使用されるインデックス、またはディスプレイのために使用されるカラーを含
むことができる。この表示は、エンティティの組のうちのエンティティをディスプレイす
る順序も含むことができる。
【００１２】
　本発明の別の特徴によれば、距離が所定のスレッショルドを下回る場合のみ、距離への
依存性が適用される。特定エンティティの各インデックスは、それぞれのインデックスを
中心として円を構成する割り当てられたスレッショルド値を有することができる。より一
般的な用語で述べれば、各インデックスは、そのインデックスを囲む割り当てられたスレ
ッショルドエリアを有することができる。特定の双方のエンティティがエンティティの一
組に与え得る共同的影響力は、双方の特定のエンティティのスレッショルドエリアが重な
る場合にしか生じないようにできる。そうでない場合、エンティティのディスプレイされ
た組には共同的影響力は及ばない。
【００１３】
　本発明の別の特徴によれば、この方法は、少なくとも２つの特定のエンティティのうち
の１つを、付勢されたエンティティとしてエンティティを選択するステップと、少なくと
も２つの特定のエンティティのうちの１つのエンティティを影響力のあるエンティティと
してエンティティを選択するステップとを含むことができる。付勢されたエンティティは
、関連するエンティティの所定のリストをディスプレイするように、ユーザーがクリック
オンしたエンティティとすることができる。例えば、付勢されたエンティティは、コンタ
クトリストエンティティ、例えば、最もよく使用されたコンタクトエンティティの１つの
組をディスプレイするように、クリックされた、コンタクトエンティティの完全なデータ
ベースを示すエンティティとすることができる。他方、影響力のあるエンティティは、Ｅ
メールリストエンティティ、例えば、Ｅメールメッセージの完全なデータベースを示すエ
ンティティとすることができる。
【００１４】
　「付勢された」なる用語は、情報エンティティに関連するインデックスの付勢および／
または情報エンティティ自身の付勢の双方を意味し得ると理解すべきである。実際に双方
の付勢活動をリンクすることができる。一般に、スクリーンにディスプレイされているイ
ンデックスを選択するか、またはクリックすることによって付勢が行われる。この付勢は
、ユーザーの指でスクリーン上のインデックスに触れることによっても行うことができる
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。この付勢は、インデックスに触れている間、維持してもよいし、または個々のクリック
または接触によってオンオフに切り換えてもよい。付勢されたインデックスは、インデッ
クスおよび通常関連するエンティティも付勢されたことをユーザーが知るように、付勢さ
れていないインデックスと外観が異なることが多い。従って、本書では、「付勢されたエ
ンティティ」なる用語は、関連するインデックスの付勢も含むことができ、「付勢された
インデックス」なる用語と同等な意味がある。このことは、「影響力のあるエンティティ
」および「影響力のあるインデックス」なる用語にも同じように当てはまることに留意す
べきである。
【００１５】
　この方法は更に、エンティティの第１の組と付勢されたエンティティとを関連付け、更
にエンティティの第２の組と影響力のあるエンティティとを関連付けることができる。上
記例では、コンタクトリストエンティティのうちのエンティティの第１の組を、最も頻繁
に使用されたコンタクトエンティティのリストとすることができる。他方、エンティティ
の第２のリストを、最も最近送受信されたＥメールメッセージの組とすることができる。
次に、この方法はエンティティの第１の組および第２の組に基づき、ディスプレイすべき
エンティティの組および／またはその表示を決定する。この例の次に、最も頻繁に使用さ
れたコンタクトエンティティのセットは、最も最近のＥメールメッセージのリストによっ
て実際に影響され得る。一実施形態では、エンティティのうちのディスプレイされる組は
、最も最近のＥメールメッセージのうちの「Ｔｏ」および「Ｆｒｏｍ」フィールドに現れ
るコンタクトエンティティのリストとすることができる。
【００１６】
　好ましい実施形態では、関連するエンティティのディスプレイされる組は、エンティテ
ィの第１の組に基づくこと、すなわちエンティティの第１の組と同じタイプのエンティテ
ィを含むと理解すべきである。しかしながら、エンティティの第２の組は、関連するエン
ティティのディスプレイされる組に対して選択されたエンティティに影響する。更に、エ
ンティティの第２の組は、エンティティのディスプレイされる組の表示、例えば、グラフ
ィカルディスプレイ、エンティティの順序、またはディスプレイに使用されるリストのタ
イプに影響する。
【００１７】
　本発明の１つの特徴によれば、エンティティの第１の組のエンティティは、関連する第
１のスコアを有することができ、エンティティの第２の組のエンティティは、関連する第
２のスコアを有することができる。このことは、双方の特定のエンティティ、例えば、付
勢されたエンティティおよび影響力のあるエンティティだけでなく、それらに関連するエ
ンティティの組も同じタイプのデータユニットである場合に特に有効である。例えば、双
方の特定のエンティティをコンタクトエンティティとし、関連するスコアを特定のコンタ
クトエンティティのユーザーによる選択頻度とすることができる。エンティティは、それ
と共に記憶されたスコアを有する場合、エンティティの第１および第２の組の第１および
第２のスコアに基づき、ディスプレイすべきエンティティの組および／またはその表示を
決定できる。例えば、エンティティの第１の組および第２の組が部分的に同じエンティテ
ィを含む場合、最大のジョイントスコアを有するエンティティの第１の組と第２の組の組
み合わせからのエンティティとして、ディスプレイすべきエンティティの組を選択できる
。
【００１８】
別の実施形態では、この方法は、エンティティの第１および第２の組の第１および第２の
スコアに基づき、エンティティの組のスコアを計算するステップを更に含むことができる
。計算されたスコアに従ってエンティティの組の順序を定め、最大の計算されたスコアを
有する所定の数のエンティティを、エンティティの組としてディスプレイされるように選
択できる。
【００１９】
　既に述べたように、エンティティのディスプレイされたセットは、多数の方法でスクリ
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ーン上に表示できる。例えば、使用頻度、アルファベット順、または時間に従った順序で
順序が定められたリストとしてディスプレイしてもよい。この順序が定められたリストは
、スクリーン上の水平リストまたは垂直リストとして表示できる。別の表示として、円形
リストが挙げられるが、この場合、時計回り方向または反時計回り方向に順序がディスプ
レイされる。
【００２０】
　１つの付勢されたエンティティおよびそれに関連するエンティティの組は、インデック
スが付勢されたエンティティのインデックスの近くまたは近傍にある影響力のある複数の
エンティティによって影響され又は作用され得ることにも留意すべきである。この方法は
同じように実施可能であり、この場合、少なくとも２つの特定のエンティティから影響力
のある複数のエンティティが選択され、エンティティの第２のリストが影響力のある複数
のエンティティの各々に関連付けされる。エンティティのディスプレイされる組および／
またはその表示を決定するステップは、エンティティの複数の第２の組に基づいて行われ
る。例えば、付勢されたエンティティがＥメールリストエンティティであり、一人の所定
の人物を各々が示す２つのコンタクトエンティティのインデックスがＥメールリストエン
ティティのインデックスの近くにある場合、エンティティのディスプレイされる組は、２
つのコンタクトエンティティによって表示される人物のうちのいずれか一方と最も最近交
換されたＥメールメッセージのリストとなる。
【００２１】
　本発明の別の特徴によれば、本方法は、付勢されたエンティティと影響力のあるエンテ
ィティとの交換も可能にできる。一般的な用語で述べれば、本方法は、少なくとも２つの
特定のエンティティのうちの別の１つのエンティティを付勢されたエンティティとして選
択するステップと、前に付勢されたエンティティを影響力のあるエンティティに自動的に
グレードを下げるステップとを含むことができる。例えば、影響力のあるコンタクトエン
ティティにより、付勢されたＥメールリストエンティティに影響を与えることができる。
付勢されたＥメールリストエンティティに関連し、コンタクトエンティティによって表示
された人物と交換された最新のＥメールメッセージを、関連するエンティティの組として
ディスプレイする。影響力のあるコンタクトエンティティのインデックスをクリックする
ことにより、このコンタクトエンティティを付勢し、このコンタクトエンティティに関連
するエンティティの組をディスプレイすることができる。次に、エンティティのこの組は
Ｅメールリストのエンティティにより、このエンティティの組に影響を与え、Ｅメールリ
ストエンティティは次に、付勢されたコンタクトエンティティに対する影響力のあるエン
ティティとなる。例えば、コンタクトエンティティに関連し、Ｅメールリストエンティテ
ィに影響されるエンティティの組を、コンタクトエンティティによって表示された人物に
関連するＥメールメッセージ内で、使用されるコンタクトリストとすることができる。
【００２２】
　関連するインデックスをクリックする（付勢をオンオフに切り換える）か、または関連
するインデックスに触れるかのいずれかにより、少なくとも２つの特定のエンティティか
ら複数の付勢されるエンティティを選択できることにも留意すべきである。これら複数の
付勢されるエンティティは、計算デバイスのスクリーン上に置くことができるので、複数
の付勢されるエンティティのインデックスの間のスクリーン上のそれぞれの距離は、所定
のスレッショルド値よりも長く、よって、付勢されるエンティティのいずれも、付勢され
るエンティティのうちの一方に対する影響力のあるエンティティとはならない。換言すれ
ば、複数の付勢されるエンティティをスクリーン上に置くことができるので、これらエン
ティティは、互いに影響し合うことはない。これら影響力のあるエンティティをそれぞれ
の近くに移動させることにより、影響力のあるエンティティと付勢された特定のエンティ
ティとの間の所望する相互対話または関連付けを創出し、関連するエンティティの所望す
る組を検索することが可能となる。
【００２３】
　本発明の別の特徴によれば、本方法は、時間リミットを設定する別のステップも含むこ
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とができる。この時間リミットを超え、エンティティのディスプレイされるセットのうち
のどのエンティティも選択されない場合、エンティティの異なる組のサーチを容易にする
サーチ手段がディスプレイされる。エンティティの関連付けが所望する結果を生じさせな
い場合、このような機能が有益となり得る。次に、所望するデータユニットのネームタグ
のうちの最初の文字の選択を可能にする、サーチ手段、例えば、アルファベットリストを
ユーザーに提示できる。
【００２４】
　本発明は、少なくとも２つの特定のエンティティのうちの少なくとも１つに関連するエ
ンティティの一組をディスプレイするためのシステムも含む。かかるシステムは、エンテ
ィティの組および少なくとも２つの特定のエンティティをディスプレイするためのスクリ
ーンと、少なくとも２つの特定のエンティティのインデックスの間のスクリーン上の距離
を決定するための処理手段と、少なくとも２つの特定のエンティティのインデックスの間
のスクリーン上の距離に基づいてエンティティの組を決定するための処理手段とを含む。
【００２５】
　好ましい実施形態の次の説明から、本発明の目的および特徴が明らかとなろう。添付図
面に略図で示されている実施形態を参照することにより、以下、本発明について説明する
。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】計算デバイス上にディスプレイされるインデックスを示す。
【図２】図１のインデックスに関連する別の情報エンティティの一組を示す。
【図３】影響力のある情報エンティティの選択を示す。
【図４】所定のスレッショルド値よりも長い距離にある、影響力のある情報エンティティ
の影響を示す。
【図５】所定のスレッショルド値よりも短い距離にある、影響力のある情報エンティティ
の影響を示す。
【図６】本明細書に記載した方法を使用するユーザーインターフェースの一例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本発明の１つの特徴によれば、ファイルイクスプローラ、コンタクトデータベースおよ
びミュージックプレイヤーの従来の概念から逸脱しながら、データ構造の複雑さおよびデ
ータを通るナビゲーションを低減するような方法でデータをオーガナイズする。従って、
このオーガニゼーションおよびナビゲーションは包括的なものであり、１つの特定フォー
ムのデータ、例えば、写真、音楽、Ｅメールまたはコンタクトだけに制約されない。
【００２８】
　しかしながら、使用ケースまたはシナリオ例の一組に基づき、本発明のオーガニゼーシ
ョンおよびナビゲーションの原理について説明することが有効である。以下、コンタクト
およびアドレス帳のシナリオに関連して本発明について説明する。特に、本発明の原理に
従い、オーガナイズされたコンタクトリストにユーザーがどのようにアクセスするかにつ
いて説明する。
【００２９】
　一実施形態では、ユーザーに対してコンタクトインデックスまたはアイコンが提示され
る。次の図１～５では、かかるコンタクトインデックスは、それぞれ参照符号１００、２
００、３００、４００、５００として表示されている。これらコンタクトインデックスは
、コンピュータスクリーン、タッチスクリーン、ヘッドアップディスプレイ、モバイルフ
ォンのスクリーンなどでユーザーに提示できる。上記のように、図１～５に示された例は
、コンタクトフォルダおよびそれらの特定のデータに対する例にすぎず、本発明の一般的
原理およびその結果得られる方法およびシステムに対する限定であると理解すべきではな
い。従って、一般的な用語で述べれば、コンタクトインデックスは、任意の種類の情報エ
ンティティに関連するインデックスとして理解すべきである。
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【００３０】
　図２に示されるように、ユーザーが、例えば、マウスボタンを押すか、またはタッチス
クリーン上の情報エンティティ２００に手でタッチすることにより、情報エンティティ２
００を付勢した場合、トップのＮ個、図２内では８個の関連する情報エンティティ２１０
が示される。付勢された情報エンティティ２００を、付勢エンティティとも称す。本例で
は、関連する情報エンティティ２１０のこの組は、最も頻繁にユーザーが働きかけるコン
タクトの組とすることができる。ユーザーにディスプレイされる関連情報エンティティの
数は、変わってもよいと理解すべきである。更に、関連する情報エンティティの表示およ
び順序は、複数の設計ルールに従うことができる。例えば、関連する情報エンティティの
組を垂直リストまたは水平リストで表示してもよいし、または図２では点線で示されるよ
うに、リング状に表示し、このリング上で時計回り方向に、関連する情報エンティティを
表示している。次の記載では、「リスト」なる用語は、これらすべてのタイプの表示を含
むと理解すべきである。更に、情報エンティティの組の表示は、使用頻度に応じて決める
ことができるので、例えば、リング上の１時の位置は、最も頻度の高いエンティティを示
し、１１時の位置は、８番目に頻度の高いエンティティを示すようにすることができる。
明らかに、すべてのタイプのリストに対して、かかる種類または順序を提供できる。一般
に、かかるリストを順序の定められたリストと称す。
【００３１】
　更に、関連するアイテムまたはエンティティの完全な組と関連するエンティティのディ
スプレイされた組またはリストとを区別すべきであることを理解すべきである。より一般
的な用語で述べれば、関連するエンティティの完全な組は、Ｍの一組を含むことができる
が、デバイススクリーンにはＮ個の関連するエンティティのサブセットだけがディスプレ
イされる。すなわちＭは一般にＮ以上である。
【００３２】
　次のステップでは、ユーザーは、例えば、特定の選択されたエンティティに働くよう、
ディスプレイされたリストからの関連する情報エンティティのうちの１つを選択し、抽出
できる。図３に示された本例では、頂部の８つのコンタクト３００のうちの円形表示３１
０から、参照番号３２０で表示された「ユーゲニア（Ｅｕｇｅｎｉａ）」と名称のついた
エンティティがドラグアウトされている。使用するケースの例として、ユーザーはコンタ
クトエンティティ３２０の詳細なコンタクト情報にアクセスするかまたは電話をするため
にコンタクトエンティティ３２０を使用し、エンティティ３２０に関連する人物にＥメー
ルを書くか、ショートメッセージを送るために、ユーザーは選択されたコンタクトエンテ
ィティ３２０を利用できる。一般的な用語で述べれば、選択されたコンタクトエンティテ
ィ３２０に所定の機能またはアクションを実施するか、関連付けすることができる。かか
る機能の他の例として、選択されたミュージックファイルの演奏、選択された写真または
動画のディスプレイ、エンティティに関連するデータの削除または変更などを挙げること
ができる。
【００３３】
　次に図４を参照する。１つの特徴によれば、ディスプレイされた情報エンティティの円
形表示４１０からドラグアウトされ、選択されたエンティティ４２０と付勢された情報エ
ンティティ４００との間の距離は、別の情報エンティティを検索するための役割を果たす
。例として、距離の影響をトリガーするスレッショルド距離が存在し得る。かかるケース
では、影響力のあるエンティティとも称すドラグされたエンティティ４２０と付勢された
エンティティ４００との間の相互対話は、双方のエンティティの間の距離が十分に短いと
きにしか行われない。かかるスレッショルドは、円４１０から情報エンティティ４２０が
ドラグされている間、見ることのできる、ディスプレイ上の円４３０としてユーザーに提
示できる。一般的な用語で述べれば、付勢されたエンティティを囲むスレッショルドエリ
アの表示は、スレッショルドエリアの境界の近傍内、または完全なスレッショルドエリア
の近傍内で、影響力のあるエンティティを移動するときに見ることができる。
【００３４】
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　図４に示された例では、ドラグアウトされたエンティティ４２０は円４３０の外側にあ
るので、所定のスレッショルドよりも上に位置する。従って、ドラグアウトされたエンテ
ィティ４２０は、ユーザーに示されるコンタクトインデックス４００に関連する情報エン
ティティの組に影響しない。かかるケースでは、ドラグアウトされたエンティティ４２０
により後方に残された円形表示４１０上の空のスペースを、コンタクトエンティティの完
全な順序が定められたリストからの１つの追加エンティティで簡単に満たすことができる
。このことは、先の順序、すなわちコンタクトエンティティの使用頻度の順序によって行
うことができるので、最も低い頻度のエンティティの位置、例えば、１１時の位置に新し
く表示された情報エンティティ４４０がディスプレイされることになる。
【００３５】
　他方、図５は、ドラグアウトされたエンティティ５２０がスレッショルド円５３０内に
位置する例を示す。このイベントは、付勢されたエンティティ５００とドラグされたエン
ティティ５２０の間の相互対話をトリガーできる。ユーザーがエンティティ５００を付勢
する場合、ドラグアウトされたエンティティ５２０の関連するエンティティは、情報エン
ティティの組およびコンタクトインデックス５００に関連してディスプレイされるそれら
の順序に影響し得る。例えば、スクリーンにディスプレイされる情報エンティティ５１０
の変更された組は、「ユーゲニア」、例えば、エンティティ５２０に対して知られている
コンタクトの、順序が定められたリストとなり得る。異なるエンティティ５２０がドラグ
アウトされ、円５３０内に置かれた場合、リスト５１０は、異なるように見える可能性が
ある。
【００３６】
　情報エンティティ５１０の組から２つ以上のエンティティ５２０をドラグアウトし、円
５３０内に位置できることにも留意すべきである。かかるケースでは、これらすべてのエ
ンティティは、エンティティの組および順序が定められたリスト５１０内にディスプレイ
されたそれらのランクに影響し得る。
【００３７】
　更に、付勢されたエンティティ５００のリスト５１０上のドラグアウトされたエンティ
ティ（単数または複数）５２０の距離に応じた影響によって、スレッショルドを置き換え
たり、補ったりすることができる。かかるケースでは、付勢されたエンティティ５００か
らより遠いエンティティは、エンティティ５００に近いエンティティよりも、ディスプレ
イされたリスト５１０に対する影響が少ない。
【００３８】
　更に、本明細書に記載の方法は、これまで説明したユーザーインターフェースが作動し
ているシステム内で利用できるすべての情報エンティティに適用できる。かかるシステム
を、コンピュータシステムまたはモバイルデバイスまたはＰＤＡとすることができる。か
かるケースでは、ドラグアウトされたエンティティ５２０を付勢すると、関連するエンテ
ィティ５１０のリストを明らかにでき、このリストからユーザーは、適当なエンティティ
を選択できる。例えば、このエンティティを、エンティティ「ユーゲニア」に関連するＥ
メールの組、例えば、彼女に送られたＥメールおよび彼女から受信したＥメール、エンテ
ィティ「ユーゲニア」に関連する写真、アドレス、テキストドキュメントなどとすること
ができる。換言すれば、付勢された異なるエンティティの間で切り換えることが可能であ
る。すなわち第１インスタンスにおいて、影響力のあるエンティティ５２０により、エン
ティティ５００を付勢し、このエンティティに影響を与える間、例えば、エンティティ５
２０を押すか、またはクリックオンすることにより、エンティティ５２０を付勢し、よっ
てエンティティ５００のグレードを影響力のあるエンティティに降格させることができる
。
【００３９】
　更に、ユーザーがトップのＮ個の情報エンティティと異なる別の情報エンティティを選
択し、ドラグするための手段を設けてもよいことに注目されたい。一実施形態では、ユー
ザーが、情報エンティティ５００をクリックオンし、所定の時間の間、ディスプレイされ
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ているエンティティ５１０のうちの１つを選択しなかった場合にポップアップするような
文字リングを設けてもよい。かかるタイムアウトの後で、ユーザーがディスプレイされる
エンティティ５１０のリストを、関連する氏名が特定の文字で始まるようなエンティティ
に制限できるようにする第２リングが現れるようにできる。ユーザーは次に、所望するエ
ンティティを選択するか、またはリストを更に制限するために別の文字を入力できる。
【００４０】
　別の特徴によれば、本発明は、情報エンティティの順序を回転させることができる。こ
れら情報エンティティをメニューアイテム、フォルダ構造、アドレス帳内の項目、単語、
画像、ファイルおよびその他とすることができる。
【００４１】
　かかる情報エンティティは、少なくとも２つのプロパティ、例えば、ネームおよび関連
するエンティティの順序の定められたリストを有することができ、１つの特徴によれば、
本発明は、かかるエンティティの間の関係を記述する。関連するエンティティの順序は、
使用頻度に基づくことができる。これに関連し、「使用」なる用語は、選択プロセス、例
えば、メニューアイテムの選択中にユーザーによる異なる種類のアクティビティ、例えば
、このアイテムまたはエンティティの選択を意味することができる。「使用」なる用語は
、このエンティティの処理、例えば、ミュージックファイルの演奏または写真のビューイ
ングも含むことができる。あるエンティティの全体の利用の累積値を決定するように、か
かるどの利用イベントも登録できる。関連するエンティティと共に、この値または頻度を
記憶し、エンティティの利用に基づき更新できる。
【００４２】
　図１および２から分かるように、ユーザーはエンティティ２００の関連するエンティテ
ィ２１０のリストを見ることを計算デバイスに命令する。コンピュータに１つのエンティ
ティに対する関連するエンティティのリストを提示させる動作も、そのエンティティの「
付勢」と称すことができる。例えば、図１および２では、ユーザーは、エンティティ１０
０、２００を付勢する。好ましい実施形態では、順序がユーザーに明らかとなるように、
関連するエンティティの提示が行われる。かかる順序の提示は、エンティティ名を異なる
サイズで示すか、またはあるカルチャーに基づく順序、例えば、時計回り方向を意味する
円内またはあるラインに沿って、物理的な配置を設けることによって行うことができる。
図２には、ある円内のかかる時計回り方向の順序が示されている。全体に物理的提示によ
り、関連するエンティティの順序を表すことができると述べることができる。かかる順序
の定められた提示の一例として、コンタクト名のアルファベット順序に基づくのではなく
、コンタクトの使用頻度に基づき、電話内のコンタクトリストをリストアップしてもよい
。
【００４３】
　別の特徴によれば、２つの情報エンティティの関連するリスト間の相互対話を考慮する
。これについては図５に示されており、この図では、２つの情報エンティティ５００と５
２０の間の相互対話がエンティティ５１０のディスプレイされたリストに影響する。この
特徴によれば、近くに第２情報エンティティが存在する場合、提示されたリストの順序を
変えてもよい。例えば、コンピュータスクリーンに情報エンティティ５００および５２０
が示され、これら２つのエンティティの間の物理的または地理的距離、例えば、これら２
つのエンティティを示すインデックスの間の物理的距離が、これらエンティティのうちの
１つの順序で定められたリスト５１０の表示に影響を与え得る。この距離を、２つのエン
ティティを示すインデックスの座標の間のスクリーン上の距離として測定してもよいし、
これとは異なり、２つのインデックスの間の距離をこれらインデックスの間のピクセル数
によって定めてもよい。
【００４４】
　２つの情報エンティティＸとＹとの間、例えば、図５における参照符号５００と５２０
との間のある形態の相互対話は、これら２つの関連するリストのカットされた組を発生す
ることとすることができる。例えば、エンティティＸは、関連するエンティティＡ、Ｂお
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よびＣのリストを有することができるが、他方、エンティティＹは関連するエンティティ
Ｂ、ＣおよびＤのリストを有する。スクリーン上に双方のエンティティＸおよびＹがディ
スプレイされ、これらエンティティのうちの１つがユーザーによって付勢されると、デバ
イスはこれら関連するアイテムＢおよびＣだけがエンティティＸおよびＹのカットセット
内にあるものとして、関連するアイテムＢおよびＣだけを示す。実施形態によっては、双
方のエンティティの間の距離が例えば、図５内の円５３０によって定められるような所定
のスレッショルドレベルよりも低い場合に限り、エンティティＸとＹとのかかる相互対話
が生じ得ることに留意すべきである。更に、他の形態の相互対話、例えば、関連するエン
ティティの連合された組の発生も検討できることに留意すべきである。
【００４５】
　更に、関連する双方のリスト内、例えば、エンティティＸおよびＹに関連する双方のリ
スト内で生じるエンティティの頻度（またはより一般的にはスコア）を計算できる。かか
る計算は、頻度の加算または乗算、もしくは頻度の使用したその他のより複雑な計算とす
ることができる。上記例に対し、次の頻度ｆを、関連するエンティティに対して利用でき
る。エンティティＸに対し、関連するアイテムは次の頻度の値を有することができる。
　Ａ：ｆ＝１、Ｂ：ｆ＝２、Ｃ：ｆ＝４
　同じように、エンティティＹの関連するアイテムは、次の頻度の値を有することができ
る。
　Ｂ：ｆ＝３、Ｃ：ｆ＝１０、Ｄ：ｆ＝６
【００４６】
　ＸおよびＹの関連するリストが同じアイテム、例えば、ＢおよびＣを部分的に含んでい
ても、これらアイテムの頻度は、これらアイテムが関連するエンティティＸまたはＹに応
じて異なることがある。換言すれば、関連するアイテムの頻度は、エンティティＸまたは
Ｙにそれぞれ関連するアイテムの利用率を示す。これとは異なり、またはそれに加え、絶
対的利用頻度、例えば、別のエンティティＸまたはＹに関連して測定されない利用頻度を
検討してもよい。
【００４７】
　上記例に対し、カットセットケース内の示されたエンティティの、結果として生じる順
序が定められたリストは、次のようになる。
　Ｃ：ｓ＝１４、Ｂ：ｓ＝５
　ここで、変数ｓは頻度計算の結果を示し、連合された組の結果では、結果として得られ
るリストは次のようになる。
　Ｃ：ｓ＝１４、Ｄ：ｓ＝６、Ｂ：ｓ＝５、Ａ：ｓ＝１
【００４８】
　本例では、各組における同一エンティティの頻度を加算することにより、ジョイント頻
度を決定する。他の頻度計算方法も使用できると理解すべきである。
【００４９】
　更に別の特徴によれば、エンティティＸとＹとの間の距離を、関連するエンティティの
共同組の計算のための重みとして考慮してもよい。とりわけ、距離は関連するエンティテ
ィの順序決定に影響し得る。この順序決定および全体の関連するリストは、ＸおよびＹの
２つのうちの付勢されている一方に応じても決まる。
【００５０】
　一般的な用語で述べれば、より遠いエンティティは、付勢されたエンティティに近いエ
ンティティよりも、関連するジョイントエンティティリストの順序決定に与える影響が小
さいことが好ましい。従って、エンティティＸとＹとの間の未処理距離を考慮する計算と
すべきである。１つの例として、距離ｄの逆数、例えば、１／ｄとし得る。ＸとＹとの間
の距離が２であると仮定すると、距離に応じて決まる重み１／ｄは、１／２＝０.５とな
る。距離を考慮しながら頻度に基づき、順序決定を計算する１つの方法は、他のエンティ
ティ、例えば、付勢されていないエンティティまたは影響力のあるエンティテイの頻度に
重みを与えることである。図５では、付勢されていないエンティティが参照番号５２０で
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示されている。
【００５１】
　例に示されるように、かかるアプローチは、ユーザーによって付勢されたエンティティ
に応じて決まる関連するアイテムの異なるリストを作成する。ユーザーがＸを付勢したと
仮定すると、ユニオンセットのケースに対する結果は次のようになる。
【数１】

【００５２】
　この例では、エンティティＸまたはＹの関連するリスト内に存在しないエンティティの
頻度をゼロと仮定する。従って、Ｘが付勢され、Ｙがｄ＝２の距離にある場合、関連する
エンティティのジョイントリストは、次のような順序を有する。
　Ｃ：ｓ＝９、Ｂ：ｓ＝３.５、Ｄ：ｓ＝３、Ａ：ｓ＝１
【００５３】
　他方、Ｙが付勢され、Ｘがｄ＝２の距離にある場合、次のような結果が得られる。
【数２】

【００５４】
　関連するエンティティのジョイントリストの順序は、次のようになる。
　Ｃ：ｓ＝１２、Ｄ：ｓ＝６、Ｂ：ｓ＝４、Ａ：ｓ＝０.５
【００５５】
　この例は、付勢されたエンティティの近くにあるエンティティが、付勢されたエンティ
ティに関連してディスプレイされている関連するエンティティのリストに影響し得ること
を示している。特に影響力のあるエンティティは、関連する情報エンティティのリストの
順序を変え得る。更に、影響力のあるエンティティの影響は、付勢されたエンティティと
の距離に応じて決まることも示されている。
【００５６】
　上記アルゴリズムは、３つ以上のエンティティに拡張できると理解すべきである。特に
、付勢されるエンティティの関連するエンティティのリストは、複数の影響力のあるエン
ティティによって影響され得る。かかるケースでは、他のエンティティと付勢されたエン
ティティの間の距離が変化することがあり、結果として他の異なるエンティティの影響も
、付勢されたエンティティまでのそれぞれの距離に応じて変わり得る。
【００５７】
　付勢されたエンティティまでの影響力のあるエンティティの距離の影響は、当然、リニ
アだけでなく距離の二乗のような他の形態をとってもよいことにも注目すべきである。一
例として、影響力のあるエンティティの影響は、付勢されたエンティティまでの距離の二
乗に比例して低下し得る。更に、距離に依存する影響は、スレッショルドを受けることが
ある。例えば、影響力のあるエンティティと付勢されたエンティティとの間の所定の距離
よりも低い値では、距離の影響力が距離に比例するようにでき、所定の距離よりも大きい
値では影響力をゼロにしてもよい。これとは異なり、距離にかかわらず、スレッショルド
よりも低い影響力を固定、例えば、１.０の値に固定してもよい。スレッショルド（これ
よりも高くなると、影響力のあるエンティティが付勢されたエンティティの関連するエン
ティティのリストに対して、影響を与えなくなる）を使用すると、付勢された多数のエン
ティティをスクリーンにディスプレイすることが可能となり、これらエンティティはエン
ティティ間の距離が十分長い場合に、互いに相互対話することはない。
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【００５８】
　次に、異なる特徴の、より完全な特性のシナリオを示す図６を参照する。例えば、本発
明は、種々のタイプの情報、例えば、音楽、写真、ビデオ、Ｅメール、コンタクト、予約
およびウェブサイトの使用およびオーガナイズを可能にする、タッチスクリーンを備えた
消費者用コンピュータに実装して使用できる。ウィンドウズ、ファイル、フォルダヒエラ
ルヒーおよびアプリケーションのような従来の概念から逸脱しながら、本発明によりこれ
らすべてのデータを相乗的にオーガナイズし、そして使用することができる。消費者用コ
ンピュータに対しては、ユーザーが維持するデータにユーザーが直接アクセスすることが
一般的に望ましい。同時に、ユーザーインターフェースをできるだけシンプルに維持する
ことも好ましい。既に述べたように、従来のコンピュータユーザーインターフェースの欠
点は、異なるタイプのデータ用の異なるアプリケーション、例えば、音楽ファイル用のミ
ュージックプレイヤー、写真用の写真ビューワー、Ｅメール用のＥメールアプリケーショ
ン、ウェブサイト用のブラウザなどが存在することである。これらアプリケーションのす
べては、ユーザーが学び、慣れなければならない特定のインターフェースおよびメニュー
を有する。同時にコンピュータは、記憶されているデータのパワーを完全に利用するよう
にユーザーを助けるものではない。例えば、ある特定のコンタクトに対して誰が友人また
は好ましいコンタクトなのか、特定の町に他の誰が住んでいるのか、その町はどのような
ところなのか、その町にコンピュータのユーザーが最後に訪れたのはいつかということを
見つけるのは簡単なことではない。換言すれば、アプリケーションとこれらローカルデー
タとの間の相乗効果は、従来のユーザーインターフェースを使用するときには、満足でき
るようにテコの作用を加えることはできない。
【００５９】
　本願記載の方法は、キーボードを必要としないマン－マシンインターフェース、すなわ
ちユーザーインターフェースに特に適すことに留意すべきである。例えば、これら方法は
、完全にユーザーの指またはペンによって操作できるタブレットＰＣのユーザーインター
フェースとして実現できる。ユーザー入力としては、スクリーン上でエンティティを示す
インデックスへのポインティング、またはインデックスへのクリック、更にこれらインデ
ックスの移動が挙げられる。インデックスを相互の間の近くに移動させることにより、関
連する異なるエンティティを関連付けることができ、このことは、ユーザーがタブレット
ＰＣに記憶されている大量のデータから、特定のエンティティを容易かつ直感的に検索で
きるようにする。特定のエンティティが選択されると、機能の所望の組、例えば、Ｅメー
ルの書き込みなどを行うことができる。
【００６０】
　一実施形態では、ユーザーデータを４つの大カテゴリー、例えば、時間６６０、人６０
０、物６５０および場所６４０に記憶するように、本発明を実施できる。情報エンティテ
ィとして実現されるこれらすべてのカテゴリーは、ユーザーの指のタッチまたはマウスク
リック時に関連するデータを見えるようにできる。図示した例では、「時間」カテゴリー
６６０は、タイムバーに表示され、このタイムバーには時間に応じたイベント、例えば、
ミーティング、Ｅメールの着信、音楽などが配置され、ディスプレイされる。この表示は
、単なる１つの可能な表示方法にすぎず、種々の異なる方法でも関連する情報エンティテ
ィを表示できることに留意すべきである。時間に応じた種々のエンティティを上部に示す
ことができるタイムバーのかかるユニークな表示の相乗効果は、システム全体には１つの
タイムラインしか利用できず、かつ１つのタイムラインしか必要でないという事実から生
じるものである。音楽プレイヤーのプレイリストもなく、予約アプリケーション用のカレ
ンダーもなく、Ｅメールアプリケーション用のＥメールリストなどもないことが好ましい
。
【００６１】
　ユーザーは、イベントをタイムラインに載せることができるだけでなく、他のカテゴリ
ー内のデータを選択することを制限するために、タイムラインから日付をドラグすること
もできる。そのようにすることにより、所定の時間インターバルの特定の日が、付勢され
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た別のエンティティに対する影響力のあるエンティティとなり得る。タイムラインは、ユ
ーザーが「日」６６４、「週」６６３、「月」６６２、「年」６６１などを切り換えでき
るように、異なるリソリューションを使ってオーガナイズできることにも留意すべきであ
る。更に、エンティティ「今」６６５をクリックすることにより、ユーザーは、タイムラ
インを現在の日にちおよび時刻に設定することができる。
【００６２】
　図６は、ユーザーが知っているコンタクトに関するすべての情報を含むことができる別
のカテゴリー、「人」６００を示す。かかるコンタクトは、組織、例えば、会社、ホテル
、レストランなどだけでなく、デバイスユーザーが知っている人とすることができる。換
言すれば、エンティティ「人」６００は、コンタクトデータを示す関連するエンティティ
のリストを含むことができる。示されているユーザーインターフェースは、関連するエン
ティティのリストから特定の一人をユーザーがドラグアウトし、この人に関連する他の人
を見ることができるようにするだけでなく、ユーザーが会社名を示すエンティティをドラ
グアウトし、関連するエンティティのリストとしてこの会社で働いているすべての人を見
ることができるようにもする。更に、ユーザーは一人の人を示すエンティティをタイムバ
ー６６０上の特定のタイムインスタンスにドラグし、選択された人および選択されたタイ
ムインスタンスの双方に関連を有する関連エンティティのリストを得ることができる。
【００６３】
　更に、図６は、ユーザーが記憶しているすべての種類のデータ、例えば、Ｅメール、写
真および音楽を含むことができるカテゴリー「物」６５０を示す。他のカテゴリーと同じ
ように、カテゴリー「物」６５０は、更に関連性を有し得る情報エンティティ、例えば、
ユーザーが選択した場合にスクリーンに現れる別の関連するエンティティである。例えば
、エンティティ「物」６５０をクリックオンすると、関連するエンティティ、例えば、Ｅ
メール、ビデオ、音楽、写真、ウェブサイトのリストのディスプレイをトリガーできる。
これら関連するエンティティは、再び関連するエンティティなどのリストを各々が含むこ
とができる。どんなときでも、影響力のあるエンティティを、付勢されたかかるエンティ
ティの近くにドラグすると、関連するエンティティのリストの範囲、コンテントおよび／
または表示に影響する。
【００６４】
　最後に、図６は、ユーザーが知っている場所、例えば、コンタクトのアドレス、ユーザ
ーが訪れたことがあるか、またはＥメールまたはユーザーが見たウェブサイトで引用され
た都市に関する情報に関連し得るカテゴリー「場所」６４０も示す。本明細書に記載のこ
れら方法を使用すると、ユーザーは特定の都市に関連するエンティティを、付勢された「
人」エンティティ６００の近くに移動させることにより、特定の都市にどんな人が住んで
いるかを容易に探すことができる。その特定の都市に対する所定の関連性を有する人が、
関連するエンティティ６１０のリストとしてディスプレイされることになる。別の例とし
て、ユーザーは特定の都市に関連するエンティティを使用し、この都市で撮った写真を「
物」カテゴリー６５０から検索することもできる。写真を撮った位置の緯度および経度情
報をカメラが含むことができるようにするＧＰＳ（全地球測位システム）を使ってこれら
写真が撮られた場合に、このような機能は特に有効である。
【００６５】
　これらグロスカテゴリー６００、６４０、６５０および６６０の全ては、これらに関連
するサブカテゴリーも含むことができるので、サブカテゴリー内にＥメールをオーガナイ
ズし、ジャンル、アーティストおよびアルバムの題名に従って音楽ファイルをオーガナイ
ズすることができることにも留意すべきである。
【００６６】
　次に、本発明の相乗的利点を明らかにする使用例について説明する。
【００６７】
　第１例では、ユーザーは、カテゴリー「人」６００から、一人の人をドラグアウトし、
これをカテゴリー「場所」６４０の近くに移動させることができる。カテゴリー「場所」
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６４０を付勢すると、その人のアドレスが現れる。
【００６８】
　別の例では、ユーザーが時間線６６０に新しいイベント、例えば、新しいエンティティ
、２００８年１０月１２日日曜日、２０：００～２４：００時に「パーティー」を入力す
る。ユーザーはカテゴリー「人」６００から、一組のカップルをドラグし、そのイベント
にこれらの人を関連付けることにより、このカップルを招待できる。実際にこのイベント
が行われると、ユーザーは、カテゴリー「物」６５０から、特定の時間に演奏されること
になっているタイムラインへ、あるアルバムをドラグすることにより、同じデバイスを使
ってパーティーで音楽を演奏することができる。このような関連付けの結果、システムは
特定のパーティーにどの人が招かれているかを知るだけでなく、これらの人を互いに関連
付することもできる。システムは、これらの人と音楽とを関連付けることにより、これら
の人が特定の歌のセットを聞いたことも知る。これら情報および関連付けにより、ユーザ
ーは、互いに知っている人を将来検索することができる。例えば、互いに関連している人
を知ることができる。更にユーザーは、これらの人に関連している音楽も検索できる。
【００６９】
　別の例では、ＧＰＳを利用できるカメラからユーザーが写真をアップロードした場合、
システムはカテゴリー「場所」６４０内のロケーションを見つけるだけで、写真が撮られ
た場所を知ることになる。この目的のためには、カテゴリー「場所」６４０に関連するエ
ンティティに経度および緯度情報を提供しなければならない。例えば、現在のナビゲーシ
ョンシステムと同種の経度および緯度情報と共に、都市またはストリートおよび建物のリ
ストを消費者のコンピュータまたはモバイルデバイスに送ることができる。次にシステム
は、その人物の情報エンティティを「物→写真」エンティティへ移動し、写真を明らかに
するだけで、特定の場所に住む既知の人物の写真を提示できる。
【００７０】
　別の例では消費者のコンピュータまたはモバイルデバイスにＧＰＳ受信機が装備されて
いる場合、「場所」エンティティ６４０は、「ここ」と称される関連するエンティティを
有することができる。「ここ」なるエンティティは、ユーザーの現在のロケーションの近
くに住む「人」エンティティ６００から人を識別するために使うことができる。この目的
のためには、付勢されたカテゴリー「人」６００の近くに「ここ」なるエンティティをド
ラグすることができる。これとは異なり、現在のロケーションのエリア内で前に撮られた
エンティティ「物」６５０からの写真を選択するのに、「ここ」なるエンティティを使用
することもできる。更にユーザーは、「ここ」なるエンティティを近くに位置させながら
、時間ライン６６０から付勢されたエンティティ［写真」に、年「１９８０年」をドラグ
することができる。次にシステムは、１９８０年またはその前後でとられたこの特定の場
所の写真を示す。従ってユーザーは、都市のストリートを歩き、３０年前にそのストリー
トがどのように見えていたかを知ることができる。
【００７１】
　別の例では、時間によって分類された写真を明らかにするよう、タイムライン６６０へ
付勢されたエンティティ「写真」をドラグできる。更に、特定の人に関連するエンティテ
ィを時間ライン６６０へドラグすると、その人に関連する写真だけが示される。例えば、
写真のＧＰＳデータと人物のホームアドレスのＧＰＳデータとを関連付けることにより、
人物のホームアドレスに基づいて写真と特定の人物とのかかる関連付を確立することがで
きる。写真に関連する、スケジュールの定められたミーティング、旅行またはパーティに
、その人がいたという事実に起因し、かかる関連付けを確立することもできる。　　　
【００７２】
　更に別の例では、付勢されたエンティティ「物→Ｅメール」を時間ライン６６０にドラ
グすると、Ｅメールが時間どおり、選択された時点で受信され、送信されたＥメールが示
される。更に、ある人物に関連するエンティティを時間ラインにドラグすることにより、
Ｅメールリストを、その特定の人物との間で送受信されたＥメールに更に限定することが
できる。



(18) JP 2012-505452 A 2012.3.1

10

20

30

【００７３】
　別の例では、関連する２つのコンタクトエンティティを、付勢された「Ｅメール」エン
ティティにドラグすることにより、特定の二人の間でやりとりされたＥメールのセットを
ユーザーが識別できる。これら影響力のある２つのコンタクトエンティティは、付勢され
た「Ｅメール」エンティティのためにディスプレイされた関連するエンティティの組を制
限する。
【００７４】
　これら例は、多数の異なるデータタイプ、例えば、写真、Ｅメール、コンタクトおよび
音楽に本発明を使用できることを示すものである。１つの単一ユーザーインターエースを
使用し、多数のデータをマニュアルで、または自動的に関連付けし、検索することができ
る。このインターフェースは、極めて単純かつ直観的であり、極めて強力でもあり、人物
のデータの「データマイニング（掘り起こし）」を可能にする。情報エンティティにより
、これらすべての異なるデータのタイプが表示される。これらすべての情報エンティティ
は、関連性を有することができ、関連するエンティティの検索は他の情報エンティティの
物理的距離に応じて決まり、関連するエンティティのランキングに影響する。
【００７５】
　これまで記載した方法は、コンピュータシステム、例えば、ワークステーション、デス
クトップパソコン、ラップトップ、タブレットパソコンおよびハンドヘルドデバイスまた
は無線デバイス、例えば、携帯電話、スマートフォン、ＰＤＡなどで実施できる。これら
装置は、かかるシステムおよびデバイスのオペレーティングシステムのためのユーザーイ
ンターフェースとして使用でき、よってユーザーとデバイスとの間の相互対話を容易にし
、デバイスのメモリからのデータの直感的、簡単、かつ高速の検索を可能にする。このよ
うに、これまで説明した方法は、特にデータマイニングに有効である。更にこの方法は、
複数のソフトウェアアプリケーション、例えば、Ｅメールアプリケーション、カレンダー
アプリケーション、アドレス帳アプリケーション、プレイリストアプリケーション、写真
ブックアプリケーションなどのためのジョイントおよび共通ユーザーインターフェースと
して実施できる。
【００７６】
　本発明は、これまで開示した例だけに限定されない。他の使用ケースでも本発明から同
じように利点を享受できる。この記載は、ベストモードを含む本発明を開示し、当業者が
本発明を使用し、製造できるようにする例を使用している。種々の特定の実施形態に関連
して、本発明について説明したが、当業者であれば特許請求の範囲内の変更にて本発明を
実施できることを認識できよう。特にこれまで説明した実施形態の、相互に排他的でない
特徴を互いに組み合わせることができる。本発明の特許性のある範囲は、特許請求の範囲
に記載されており、当業者が思いつくことのできる他の例も含むことができる。



(19) JP 2012-505452 A 2012.3.1

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】 【図６】



(20) JP 2012-505452 A 2012.3.1

10

20

30

40

【国際調査報告】



(21) JP 2012-505452 A 2012.3.1

10

20

30

40



(22) JP 2012-505452 A 2012.3.1

10

20

30

40



(23) JP 2012-505452 A 2012.3.1

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,S
K,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,
BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,I
S,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PE
,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

（特許庁注：以下のものは登録商標）
１．ウィンドウズ

【要約の続き】
プレイするためのステップとを備える。
【選択図】図５


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

